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テーマ：時代の変化に伴う学⽣へのサポート組織体制 

 
１．課題認識 
 ⅰ 社会的背景 
  近年、18 歳人口の減少や高度情報化社会への移行、ライフスタイルの多様性が浸透するな

ど高等教育機関を取り巻く社会環境が大きく変化をしている。それらの変化に伴い、大学生

にも大きな変化（例えば、道徳やモラルの低下、コミュニケーション能力の低下等）が見ら

れる。これらの社会変化や問題に対応することは、大学において重要な課題となっている。 
 
 ⅱ 時代と共に変化する学生像へ対応するために 
  上記の背景を踏まえて、我々、大学職員は学生の変化に合わせた十分な対応が出来ている

のか、また、学生のニーズに的確に答えることが出来るような組織体制になっているのかと

いう課題が浮き彫りになった。更に、学生や社会環境の変化と共に社会のニーズも変化をし

ており、大学はそのニーズにも応えていかなければならない。これらの課題を解決するため

に、「理想の大学を創る」という目標を掲げ、新たな大学組織体制の構築に向けて議論を行っ

た。 
 
 
２．討議内容 
 ⅰ 「今」の大学生の特徴 
  この課題に取り組むに当たって、まず、現状の大学生の分析から始めた。ブレーンストー

ミングや KJ 法を参考に、各人が日常業務で関わる学生を基に、現代の大学生像を思いつく

ままに付箋紙へ書き記した。それらを集約し、より分かり易く特徴づけるために、プロット

図に分類した（図 1 参照）。 
このプロット図は、縦軸には「大学や学

生にとっての重要度の高/低」、横軸には「良

い面/悪い面」という基準で設定をしており、

4 つのカテゴリーに分類した結果、その中

で重要度が高く、悪い面に分類された事項

として以下の 4 点が挙げられ、それらにつ

いて議論を行った。 
 
 【カテゴリー】 
  （１）道徳・モラルの低下 
  （２）学力低下 



 
  （３）コミュニケーション能力の低下 
  （４）受動的 
ⅱ 学生の「質」向上のための環境サポート 

  先述した学生の抱える課題に対する方策を議論した結果、[P.P.スライド 4]の解決策を提起

した。学生が抱える問題や悩みに対して十二分に対応してくためには、現状の学生を取り巻

いている(1)～(4)の課題を環境の面から改善していくことが最善の策であると考えた。私達の

チームでは、教職員が一丸となって環境を整備し、学生の持っている潜在的な「能力」を引

き出して社会に輩出しても活躍できる人材を育成していくことが、大学にとって重要な使命

であると考えた。 
 
 ⅲ 組織(チーム)づくり 
  学生のニーズに柔軟に対応していくためには、[P.P.スライド 4]のように、各課題に対して

対策を練る必要がある。しかし、各課題は、様々な要因が複雑に絡み合っているため、一部

署のみで各課題に対応していくのは非常に難しい現状がある。その対応策として、部署を越

え、教員を含んだ現場担当者レベルでのプロジェクトチームを発足することが効果的だと思

われた。プロジェクトチームは、各部署で起こっている問題に対する対応策を提起し、また

新しい企画などについて考えていく。このチームに職員のみならず教員を巻き込むことによ

り、教職協働が強化され、教員と職員の情報共有も円滑となる。また、若手職員が参加をす

ることで、人材育成(社会人基礎力の向上)にもつながる。 
 多様なプロジェクトチームを柔軟に発足していくことで、積極的な大学組織へと進化して

いくと考える。 
 
 ⅳ 評価の方法 

   各プロジェクトチームからの企画案、解決案の最終評価者は学生であると考え、以下の方

法を採ることにした。 
まず、大学生活における 4 年間の大学評価を、卒業時に学生満足度調査として行う。また、

これからの大学は、迅速かつ柔軟に社会のニーズに応えていくことが重要であると考え、一

般社会からの評価として、企業の人事採用担当者を対象に、その企業に入社した卒業生の評

価アンケートを実施。企業からの声をダイレクトに聞き取ることで、今企業がどんな人材を

望んでいるのかを理解していく。 
  これらのデータを、今後の改善策の材料として活用していくことが重要となる。 
 
３．提案内容（まとめ） 
 私たちのグループでは学生サポートという非常に幅の広いテーマを取り上げたが、今の学生

が抱えるニーズや課題は、すべての部署が一丸となり、取り組まなければならないことである

ことが分かった。そして、それらの課題解決のためには、部署を越えた連携が必要となること

は当然ではあるが、それがなかなか実現されていない現状があると認識した。そのために私た

ちのチームでは、学生の様々な課題を提起し、大学の将来構想に向けたプロジェクトチームを、

個々の意志により立ち上げることが出来る組織環境を作り上げることが重要であると考え、今

回の提案に至った。 
課題を解決していくプロジェクトチームを柔軟に発足することで、多種多様なアイデアが生

まれ、その結果、大学が活性化される。また、職員の人材育成にも繋がり、学生サポート体制

が充実することによって、学生が満足できる大学に一歩ずつ近づいていく組織となることを目

標としている。 
以上 

図１：メンバーが描く「現代の大学生像」とその特徴 


